
 

 

 

 

 

 

 



 

         

    



 



 

 

(委員の主な意見) 

・多世代の来館者が、「なぜここに平和資料館があるのか」をその場で、理解で 

き、来館者を資料館に導入できるような仕掛けは必要である。 

・小学生は、原爆投下命令書や小倉陸軍造兵廠といわれても、それが何か分か 

らない。「米軍がなぜここに原子爆弾を落とそう」と思ったのか、誰が見ても分 

かるようにするためには、もう少し分かりやすい何かが必要だと思う。 

・ストーリーの展開の中で、「運命の８月８日、９日」が物語のピークに当たるとす 

ると、原爆投下命令書のところで、長崎と広島で起こったことの説明は、ある程 

度伝わるように組み込んでおかないと、８月８日、９日のできごとの意味を、正し 

く分かりやすく伝えることに問題が起きてくるのではないかと思う。 

・プロローグは照明を暗くすることで、違う空間に入ったということが分かるように 

すると、展示の時代に入り込める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 （３）戦時下の市民の暮らし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「運命の昭和２０年８月８日・９日」に関する意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇「戦後の復興」コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〇「エピローグ展示」コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 


